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りましょう（町民憲章 から）

目者⑩回』記

わ
が
国
で
は
、
国
際
障
害
者
年
だ
っ
た
昨
年
。
十
二
月
九
日

を
「
障
害
者
の
日
一
と
し
て
宣
言
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
一
九
七
五
年
（
昭
五
十
年
）
に
国
際
連
合
で
、

『
障
害
者
の
権
利
宜
言
』
が
採
択
さ
れ
た
日
で
す
。
こ
の
権
利

宣
言
は
障
害
者
の
基
本
的
人
権
と
障
害
者
問
題
を
示
し
た
も
の

で
、
国
連
の
障
害
者
問
題
に
対
す
る
今
ま
で
の
決
議
や
宜
言
の

集
体
成
と
い
え
る
も
の
で
す
。

障
害
者
の
問
題
は
、
社
会
的
な
連
帯
意
識
の
下
に
一
人
ひ
と

り
が
関
心
を
持
ち
、
解
決
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

障
害
を
克
服
し
。
自
立
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
つ
く
り
、
援

助
を
し
て
ゆ
く
こ
と
が
障
害
者
福
祉
の
大
き
な
課
題
で
す
。
こ

の
機
会
に
障
害
者
問
題
を
改
め
て
考
え
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

宮 澤　　 右 さん 心'町1･j・46･

病 気のた め幼い畤 からμ囗 肢゙ が 伺｀|由で 小

い すの ’ljlfjだ が。その障害 に もめげず;411 元

乱に糾い てい る｡ 佐 幻11j紙ll ㈲ に動め ダンボ

ール箱の 細 み･71.て の11:･11に1,11を だし てい る。

この 会社 に勧め て27 年、Mﾐ 久川 弘 社長は 。

「まじめ で.f,i;ん だこと もない。障 富 を 皃肌

し ての 努 力には頭 がド がるＪ とい ９てい る､。

性 格も|り|る く、職場 の仲 川にも 頼ら れ親し ま

れて いる 寓沢 さん だ。趣 味は釣 り。 今年は 公

園 沼で16 匹 の コ イを釣り|こげてい る｡。

三
十
人
に
一
人

が
障
害
者

令
国
調
た

に
よ
る
推
定
で

は
、
身
体

障
書
占

が
約
こ
自
十
万

人
、
精
神
沖
弱

者

が
約
四
卜
万
人
、
袙
神
障
害
者
が
約

。白
万

人
、
淵
釣
ご
。百
五
卜
万
人
の

心
魯

障
害
者
が

い
ま
す
。
国

民
の
三
十
人
に

。
人
が
心
身

に
障
害
を
も
っ
て

い
る
肋

定
に
な
り
ま
す
。。
軽
い
障
書
や
慢
性
崩

の
患
者

、
寢
た
き
り
老
人
な
ど
を
岔
め

る
と
、
そ
の
数
は
か
な
り
川

仙
す
る
は

ず
で
す
。

国
兄
町
で
も
身

心
障
害
古

は
ご
。百
人

以
Ｌ

い
ま
Ｊ・
。、
障
ガ
を
柚
つ
人
の
問
ａ

は
、
単
に
障
害
を
持
つ
人
だ
け
で
な
く

わ
た
し
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
自

身
の
問
題
と
し
て
考
え
る
必
。ｔ

が
あ

り

ま
す
。
そ
れ

は
。
共
に
山
き
る
福
祉
辿

帯
社
会
の
実
呪
を
目
桁
す
私

た
ち
の
驚

め
だ
か
ら
で
す
。。

障
害
者
へ
の
理
解
は
ま
ず
閏
心
を
持

つ
こ
と
で
す
。
無
関
心
は
同

も
生
み
出

し
ま
せ
ん
、

た
と
え
ば
次
の
マ
ー
ク
の
意
味
を
ご

存
知
で
す

か
９

こ
の

マ
ー
ク
は
、
ｆ
足
の
不
自
山
な

人

が
釦
‥
川
し
や
す
い
建
物
・
施
設
で
あ

る
こ

と
を
示
す
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
で
す
。

図
柄
は
巾
い
す
と
障
古
者
を

デ
ザ
イ

ン

化
し
た
も
の
で
、
国

際
障
害
古
リ
（

ビ

リ
テ

ー
シ
ョ
ン
協
会
（
本
部

こ

Ｉ
ユ
ー

ヨ
ー
ク
、
加
盟
国

七
卜
か
国
）
に
よ

っ

て
決

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

手話窓口

こ
の
マ
ー
ク
は
、
そ
こ
に
Ｆ

鵬
の
で

き
る
人
が
い
て

、
耳
や
囗
の
不
自
由
な

人
た
ち
が
利
川
し
や
す

い
窓
囗
で
あ
る

こ
と
を
小
十
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

図
哂
は
岬

を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た
タ
ツ
ノ

オ
ト
シ
ゴ
で

、
財
川
法
人
紮
目
夲
ろ
う

あ
連
盟
の
シ
シ
ポ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

手
助
け
は
さ
り
げ
な
く

障
害
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
は

身
輿
や
運
動
能
力
の
違
い
と
同
じ
佃
人

差

の
一
つ
で
す
。

で
１

か
ら
、
Ｆ

助
冖
十

る
と
き
も
、

”
障
宵
者

”
だ
か
ら
で

な
く
、
困
っ
て

い
る
か
ら
Ｆ

助
け
を
Ｉ

が
エ
チ
ヶ

″
卜

の
坊
本
で
す
ノ
日
映
な
態
度
で
接
し
ま



くつ夲

’

町うあけすたくかたたあ

障
［
ｒ目

］

回渥同

に

】

［
Ｍ

Ｈ

‥
’

障

害

者

と

な

っ

て

八

年
前
の
あ
る
日
、
交
通
事
故
で
せ

き
髄
を
損
叫
、
今
ま
で
考
え
て
も
み
な

か
っ
た
障
害
者
と
し
て
の
生
活
が
、

心

身
の
痛
み
を
伴
っ
て
始
っ
た
の
で
す
。

障
害
者

に
な
っ
て
み
る
と
、
川

り
の

眼
が
気
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
冷

た

い
眼
が
多
い
か
ら
で
す
。
『
弔

ｙ`
な
ん

だ
ご

と
い
い
た
く
な
り
ま
す
。
障
害
者

は
、
人
知
れ
ぬ
つ
ら

さ
と
闘
っ
て
い
る

の
で
す
。
私
も

。
人

に
負
け
て
も
自
分

に
肺
で
」
と
。
自
分
に
い
い
き
か

せ
て

い
ま
す
。
障
害
者

が
附

に
Ⅲ

難
と
闘
っ
て

い
る
こ
と
を
川
解
し

て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す

。

行
政

に
も
暖
か
さ
を
望
み

ま
す
。

た
と
え
ば
、
道
路
の
端
に
段
差

が

あ
れ
ば
呶

い
す
の
場
合

た
い
へ
ん

苦
労
し
ま
ｔ

。
ら

よ
っ
と
し
た
配

慮
が
池
し

い
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
障

害
者
の
場
合
、
回

じ

境
遇
の
仲
川

と
の
交
流
は
、
悩
み

を
話
し
、
激
励
し
合
え
る
心
で
人

叨
で
す
。
近
川
に
そ
ん
な
催
し
と

場
が
あ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。
将

求
を
明
る
く
ｙ
り
え
た
い
の
で
す
。

（

該

）

岡崎 武治さん
(  町 南・521

阿 部　 キヌ さんi・ ミ・57）

阿部さんは腰ついカリエスとの闘病生活が

長い。 今も支えがなくては座ることができな

い。長い歩行も圉管だが、この障害を痢り越

え和裁の仕嘔で生括を支え続11ている。|'1立

史生の唄範として表彰も受ljた。

不自山な体を座いすで支えながらの和裁仕

事の合間には趣味の､llの練習に余念がない。

身障者の作品屡では、昨 年も今年も艇秀な成

絹を収めている。号は芳草。｢ 俳句も読､11も

やってみたいが、仕lμが大事ですから……｣。

ひ　 と　　こ　 と

み

ん

な

仲

間

で

す

障
害
を
持
っ
て

い
る
人

た
ち
と

の
交
流

に
は
、

〃
同
情
”
や

”あ

わ
れ
み

”
と
い
っ
た
高
所

か
ら
兄

ド
す
感
情
が
あ
っ
て
は
だ
め
で
す

。

そ
れ
ら
は
、
一
棧
の
差
刈
で
も
あ

る
の
で
す
。
私
は
、
１

話
サ
ー
ク

ル

に
入
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
こ
で

は

。
ろ
う
あ
者
も
、
同
じ
仲
間
同

志
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ

ｉ
ア
活
動
な
ん
て

い
わ
れ

る
と
心
外

で
す
。

お
吁

い
に
ａ

い
た
い
こ
と

を
３

い
合
え
る
け
き
４
口
い

を
し
な
け
れ

ば
と
思
・つ
て

い
ま
す
。

Ｆ

臨
の
技
術
も
、
一
緒

に
遊
ん

だ
り
、
什
動
し
た
中
で
寛
え
る

方
が
身

に
付
き
ま
す
ね
。
Ｆ
話
を
覚
え

た
い
と
ｍ
鶚

た
の
は
、
次
の
事

が
あ
っ

た
か
ら
で
す

。
知
り
合
い
の
家
で

ご
ら

そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

料
理
を
作
っ
て
く
れ
た
方
は
障
害
者
の

お
姉
さ
ん
で
し
た
。

お
札
を
い
う
鵆
を

知
・
り
ず
紮
く
残
念
に
思

い
ま
し
た
。

Ｆ
鵬
を
覚
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
い
い

仲
川
が

い
っ
ぱ
い
増
え
ま
す
よ
。（
誄
）

菊地 忠良さん
（ Ｆ鵬サ ー ブ1レ・241

佐藤　健蔵さんに

晴 川 章

十
月
八
日
。
県
福
祉
大
会
の
席
ｋ

、

町
身
岬
者
会
会
妊
の
佐
藤
健
蔵
さ
ん

（

駅
前
・
七
卜
四
歳

）
に
「
晴
川
叺
」

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
ａ
ｆ
は
、
県
身
体

障
書
者
福
祉
公

会
長
の
影
山
晴
川
氏
が
、
障
害
者
で
自

立
更
生
し
、
よ
き
社
会
人
と
し
て
社
会

福
祉

に
貢
献
し
た
人
に
贈
っ
て

い
る
川

威
あ
る
も
の
で
す
。
長
年
、
身
障
者
柵

祉
に
μ
、力
さ
れ
て
き
た
功
研

が
認
め
ら

れ
て
の
受
叺
で
す
。
陀
藤

さ
ん
、
お
め

で

と
う
ご
ざ

い
ま
す
。



▲つづら折りの急坂（旧街道 ▲旅人を見守る野仏 Ａ断遭開さく碑（旧小坂峠遭入口）

奥
州
道
中

の
桑
折
宿
か
ら
分
か
れ
、

小
」坂
峠
を
越
え
て
裏
口
本
に
通
ず
る
、

一
本
の
交
通
ル
ー
ト

が
あ
っ
た
。
郷
上

史
研
究
蛮
の
菊
池
利
雄

さ
ん
の
案
内
で

、

や
１
な
か
１
‘り
が
」
１
４
舮
いｙ
～

旧
山
中
匕
ヶ
宿
断
道
の
一
部
小
坂
峠
道

を
歩
い
て
み
た
。

小
坂

の
町
並
み
を
遇
ぎ
て
五
百
に
ほ

ど
山
に
登
る
と
、
瓦
光
会
寄
進
の
巨
大

な
赤
鳥
井

が
道
を
誇

い
で
建

っ
て

い
る
。

そ
れ
を
過

ぎ
て
ま
も
な
く
娘
分
沢

と
狸

石
川
の
｀
戸
流
点

が
あ
る
。
こ
こ

が
旧
山

中
ヒ

ヶ
宿
道
の
難
所
小
坂
峠
へ
の
登

り

凵
で
あ
る
。

今
は
こ
こ
か
ら
左
に
向
っ
て
、
福
島

下
戸
沢
線
と
し
て
改
良
さ
れ
た
、
全
而

助
装
の
快
適
な
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
が
峠

に
走
っ
て
い
る
。

ｔ

応
二

嶇

に
新
道
を
開
削
す
る
加
は
、

脚

突
き
八
丁
と

い
ｈ

れ
る
崚
し

い
急
坂

で
あ
っ
た

。
篩
木
の
記
録

に
よ
る
と
、

佐
竹
（
秋

川
）
酒
井
｛

鶴
岡

｝
津
軽

（
弘
的

）
な

ど
裏
口
夲
十
三
の
諸
公
が

こ
の
道
を
通
っ
て
江
。尸
へ
出
た
と
あ
る
。

猿
ｆ

沢
と
狸
石
川
の
合
流
点
上
の

中

の
茶
屋
が
あ

っ
た
と

い
う
場
所

は
、
福

鳥
下
戸

沢
線
の
改
良
で
こ
ん
も

り
と
盛

り
上
り
、
そ
の
中

に
砂
防
指
定
地
の
標

柱
が
ひ
っ
そ
り
と
睦
っ
て
い
る
。
上

り

下
り
の
道
中

で
賑

っ
た
往
時
の
而
影

は

な
い
。

登
り
囗
左
側
の
渓
流

わ
き
に
。
野
仏

山田音羽子

お国甘絵巻より

小坂峠・羽州街道変遷図｛国兄町森林施行図と小坂村地図

および友地踏査によって作成菊池利雄｝

小
坂
峠
・
小
坂
宿
関
係
略
年
表

年

六
四
五

よ

大
化
二
￥
頃
）

人
化
の
改
新
頃
、
小
坂
峠
新

廁
峠
越
え
で
多
賀
城
移
転
前

の
陸
奥
国

府
と
置
鵬
最
ｋ

両

郡
の
郎
衙
を
砧
ぶ
道（

後
の

ヒ
ヶ
宿
街
道
）
が
閧
か
る
？

一

一
八

九

・
（

文

治

五

年

）

阿
津
貿
志
山
の（
‥
戦

に
小
山

刺
尢
鳥
収
峠
を
越
え
て
藤
原

班
の
後
帥
に
攻
め
入

る
。

て
こ
八
〇

よ
天

授
六
年

）

伊
達
宗
遠
小
坂
峠
越
え
て
置

暘
部
に
攻
め
入
り
長
井
心
叨

を
亡
ぼ
十
。

一

瓦

七
九

・
｛

．大

正

七

年

｝

ト

ー
り
こ
春
城
缸
川
村
痢
顕

の
娘
萱
姫
伊
達
政
宗
に
と
つ

ぐ
た
め
小
坂
峠
を
越
え
て
恥

沢
城
に
向
う
。

一
六
〇
四

よ
麈

輿
九
年

）

仙
府
一
服
塚
の
栂

築
を
命
ず

上

杉
瀋

に
よ
り
奥
川

、
羽
川

梁
川
退
に

い
叭
壕
が
構
築
さ

る
｛
小
坂
宿
人
口
に

。
叭
塚

｝

一
六
一
二

う
兀
和
八
￥

六
月

）

狄
旧
蒲
家
老
梅
津
政
妙
拓
府

の
意
向
を
受
け
て
桑
折
－

関

丿
山
形
川
の
山
道
喇
町
を
六

十
間
の
縄
で
£
眦
才
。

ヒ
川
七
川
収
泄
小
坂
宿
に
泊

り
う
坂
峠
を
越
え
て
帰
国
す



・ 小坂峠茶屋からの景観 ・ 飛 不 動 尊

▲小坂の難所（山田會羽子お国瞽絵巻より）

が
二

体
、
お
と
づ
れ
る
人
も
な
い
ま
ま

ひ
っ
そ

り
と
夊

り
て

い
る
。
登

り
囗
は

現
″に
道
路
が
低
く
な
っ
て
、
鳥
く
な
り

だ
川

か
ら
こ

ぼ
れ
落
ら
・
る
水
が
、
か
す

か
な
せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
響
か
せ
て
姐
を

流

れ
て
い
る
。

麈
応
二
年

に
開
か
れ
た
と
い
う
新
道

と
途
中
ま
で
同
じ

に
登
る
。
最
近
峨
倒

夲
の
搬
出

に
使

わ
れ
た
と
み
え
て
、
道

は
剛
合
き
れ
い
で
あ
る

。
急
で
は
あ

る

が
歩
き
よ

い
。

『
こ
こ

が
新
道
と
旧

道
の
分
岐
点
で

す
』
と
い
う
菊
池
さ
ん
の
麗
川
で
兒
る

と
、
新

道
は
笹
と
雑
木
に
お
お
わ
れ
て

わ

ず
か
に
退
形

が
わ
か
る
の
み
で
あ
る
。

旧
道
は
比
較
的
歩
き
よ

い
。
こ
の
辺

は

い
つ
ご
ろ
閧
か
れ
た
の
か
は
、
も
ち

ろ
ん
川
ら
か
で
は
な
い
が
、
近
匯
の
交

逝
路
と
し
て
川
か
れ
た
の
は

。
ｔ

技
叨

弟
頃
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
参
勤
交
代

路
と
し
て
池
川
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た

の
は

。
寛
永
。凡
年
（
一
六
二
瓦

）
佐
竹

義
宜
帰
国
の
と
き
以
吸
の
こ
と
だ
と

い

。
昨
印
仙
か
ら
続
い
た
余
町
で
倒
れ

た
、
杉
、
雑
木
の
問
を
抜
け

る
と
、
・
水

い
年
川

に
あ
ち
こ
ち
崩
落
し
て
は

い
る

が
道
ｇ

が
部
分
的
に
つ
な
が
っ
て
、
は

る
か
頂
上

に
向
っ
て
い
る

。
こ
こ
か
ら

は
所
謂
つ
づ
ら
折
り
の
峻
険

な
急
坂
が

峠
の
茶
り

ま
で
続

い
て
い
る
の
で
あ
る
。

萄
池
さ
ん
の
話

に
よ
る
と
、
七
ヶ
宿

街
道
は
出
羽
方
而
詰
人
名
の
参
勤
交
代

の
心
路
だ
け
で

な
く
、
天
領

の
城
米
（

江
戸
へ
出

十
叭
貢
米

）
の
輸
送
と
、
出

羽
。こ
山
の
参
詣
者
の
通
路
と
し
て
も
爪

嬰
な
道
路
で
あ
っ
た
。
寛
文
朷
年
江
一
り

の
人
渡
部
友

彦
（
友
以
）
が
非
常

に
苫

心
し
て
橘

島
か
ら
荒
浜
へ
出

る
阿
武
隈

川
水
路
を
切
り
閧
き
、
舟
運
の
ｆ工
嘔

に

成
功
し
た
。

こ
れ
に
よ

っ
て
天
領
の
城
米
輸
送
が

楽
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
多
い
時

に
は

年
川
四
？
五
ｆ
駄
｛
五
千
石
内
外

｝
の

城
米
が
こ

の
小
坂
峠
を
降
り
た
。
ま
た

出
羽
三

山
儒
仰
が
さ
か
ん
に
な
っ
た
近

臣
後
网
に
な
る
と
、
多
数
の
講
中

が
団

体
を
柤
ん
で
福
島
方
面

か
ら
こ
の
峠
を

包
え
て
、
出
羽

に
出
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

現
在
は
昔
日
の
面
影
を
愿
ぷ
べ
く
も

な
く

荒
れ
果
て
て
、
わ
ず
か
に
残
る
道

形
の
薮
の
茂
み
を

か
き
わ
け
で
、
登
り

つ
め
れ
ば
、
信
遠
の
淤
地
が
一
望
に
兒

渡
せ
る
峠
の
茶
屋
へ
出
る
。

昔
出
羽

か
ら
七
ヶ
宿
街
道
を
通
っ
て

小
坂
峠
に
立
っ
た
旅
人
た
ら
が
。
開
け

た
以

遠
の
野
の
眺
望
に
、
江
戸

に
來
た

と

い
う
は
し
や
ぎ
よ
う
も
む
べ
な
る
か

な
と
思

わ
れ
る
。
葉
の
落
ち
た
雑
木
林

の
合
川

に
、
ま
っ
か
に
色
づ
く
サ
ル
ト

リ
イ
バ
ラ
の
実
が
一
際
鮮
や
か
で
あ
る
。

一
六

こ

五

’（

寛
・
水
．
兀
年

卯

月

ニ

ト

三

Ｈ

）

佐
竹
義
宣
参
勤
を
終
え
た
。

こ
の
頃
よ
り
出
羽
国
諸
人
名

の
参
動
交
代
路
は
金
山
小
坂

峠
越
の
七
ヶ
宿
（
羽
川
こ
叨

退
が
使
川
さ
れ
る
。

一

六
一
．
ゴ

．
・
（

寛

永

十

年

）

西
根
上
堰
閧
さ
く
さ
れ
る
。

こ
（
六
四
～
匕
四
二

寛
文
四
？
十
年

）

渡
部
友
彦
、
河
村

喘
覧
に
よ

っ
て
阿
武
以
川
水
路
閧

か
れ

る
、
小
鵜
飼
舟
等
で
御
城
米

を
江
。卩
に
廻
送
す
る
。
硲
領

鳥
畠
の
御
城
米
ヒ
ヶ
宿
小
坂

峠
を
越
え
小
坂
宿
の
御
城
米

倉

に
連
ば
れ
伊
達
崎
・
咄
江

川
岸
よ

り
江
戸
へ

擯
出
し
が

行
わ
れ
る
。
寛
ほ

。几
年

こ

七
四

匸

の
記
録
五
千
八
百

九
十
じ
駄
｛
毎
日
四
μ

墮
｝

一

七

二
九

・
｛

享

保

十

四

年

｝

小
坂
峠

道
産
取
と
呼
ば
れ
、

大
難
所
な

り
と
江
。″
道
中
記

に
兒
え

る
。

一

八

六

七

・
（

慶

妊

二

年

）

北
耻
附
村
ｕ
ｒ
Ⅲ
伝
之
助
小
坂

峠
新
道
を
閧

さ
く
す
る
。

一
九
六
六
よ

昭
和
四
十
一
年
）

県
道
柵
島
－

下
戸
沢
楾
限
川

閧
始

参

考
文
献

福
島
巾
史
料
Ｅ

杉
文
遡
上

’

国
兄
町
史
料
叢
書
一
梟
・
同
三
訛
’

・
菊

池
利
雄
「
分
折
歴
史

の
道
羽
州
街
道
」

・
七
ヶ
宿
町
史
資
料
編



昭
和
五
十
八
年
度

就
学
予
定
者

（
昭
和
五
十
一
年
四
月
二
日
～

五
十
二
年
四
月
一
日
生
ま
れ
の
方
）

米
春
小
学
校
に
入
学
さ
れ
る
百
八
十

八
名
の
み
な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

健
康
に
は
十
分
注
意
し
て
、
入
学
式

に
は
、
み
な
さ
ん
そ
ろ
っ
て
元
気
な
顏

を
兇
せ
て
く
だ
さ
い
。

記
載
も
れ
や
誤
字
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
町
教
育
委
八
会
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

酋
二
一
一
一
（
敬
称
略
）

・

小
坂
小
学
校

’`
名

（
男
９
女
1
5
）

鳥

檎

雅

史

遠

藤

大

幗

高

野
　
　

顕

原

川

淳
　
一

林
　
　
　
　

亨

後

藤

幸

枝

高

橋

陽

子

鈴

木

ユ
　
丶゙

鳥

槁

友

子

後

藤

亜
也
子

鴨

Ⅲ

美

幸

安

藤

恵

美

黒

Ⅲ

孝

雄

遠

藤

昌

美

高

橋

覚

英

商

橋

裕

二

田

村

知
佳
子

赤

坂

史

枝

佐

藤

文

美

騰

蒔

葉

子

後

藤

志
津
香

朽

木

耶

美

武

田

潤

子

安

藤

奥
由
美

畢
藤
田
小
学
枚
9
3
名
（
男
5
6
女
3
7
）

鈴

木

直

剛

花

輪

康

成

奥

山

貴

裕

松

浦

良

明

鈴

木

龍

也

徳

江

憲

司

秋

元

逸

郎

古

川

習

史

小
早
川
　
　

違

飢

Ⅲ

雅

俊

阿

部

高

行

齋

藩

慶

一

泰
　
　

岨

宏

鎚

水

竜

一

半

澤
　
　

陽

須

庫

浩

徳

曳

地
　
　

猛

菅

野

敏

行

佐

藤

嘉

宏

安

田

洋

平

佐

藤

琢

磨

後

藤
　
　

心

宇
吃
契

裕

平

斎

藤

充

弘

渡

邊

道

隴

粟

野

雅

之

本

Ⅲ

太

郎

上

林
　

誠

赤
坪
畑

美
沖
子

遠

藤

里

葵

東
海
林

朋

子

須

山

香
奈
子

佐

藤

千

秋

素
　
　

成

紀

佐

藹

寛

之

禀
　
　

圭

資

石

凧

征

也

栗

原
　
　

潤

秦
　
　

喜

岬

菊

地

義

信

安

積

裕

也

高

橋

竜

也

佐

藤

喜

和

菊

地
　
　

孝

菊

地

広

幸

吉

田

剛

和

佐

藤
　
　

誠

野

村

忠

宏

神

林

大

介

斎

藤

和

宰

瀬

戸
　
裕
　
二

吉

田
　
　

豊

や

澤

光

秀

高

鳴
　
　

亨

紺

野

申
次
郎

鈴

木

右

正

中

條

孝

犬

佐

藤
　
　

淳

中

野

隼

人

闔

剛

和

喜

滝

川
　
　

学

大

竹

か
お
り

草

野

千
鶴
ｆ

菊

地

紗

織

齋

雌

愛

子

田
　
口

友

葵

佐

藤

由

紀

佐
々
木

一
二
佳
子

徳

江

利

香

佐

藤

睦

美

小

林

佐

和

野

村

晴

美

商

橋

睦

子

渡

邊
　
　

忍

菊

地

智

美

奈

藤

由
香
里

加

藩

沙
弥
香

佐

藤

由

佳

田

中

千

恵

齋

籘

里

香

宍

戸

久
美
子

佐

藤

洋

子

吉

田

晃

子

斎

膝

裕

子

野

村

噸

子

Ⅲ

中

侵

子

佐

藤

順

子

曳

地

美

和

板

檎

麻
里
子

小

池

由

起

三

田

律

子

八

鳥

由
貴
子

谷

沖

三
佳
子

・

森
江
野
小
李
校
2
6
名
（
男
1
5
女
Ｈ
）

八

巻

裕

志

大

波

秀

和

近

野
　
　

昇

齊

藤

孝

史

村

上

洋

平

村

上

崇

広

村

上

智

英

佐
久
間

友

和

寶

槻

久
美
子

佐

藤

千

春

鳥

橋

霄

繊

大

波

ル
ミ
子

吃
久
閥
　
瑠
美
子

鈴

木

正

人

吉

田

崇

之

徳

江

敦

史

佐

藤

貴

浩

村

上

晋
　
一

南
　
　

友

和

商

鳩

健
　
一

實

沢

明

美

武

圃

恵

子

八

巻
　
　

梢

齋

藤

峰

子

佐

藤

仁

焚

佐

野

久
笑
子

・

大
木
戸
小
学
校
3
6
名
（
男
1
8女
1
8
名
）

岡

出

友

窖

長
谷
川

勝

行

佐

藤

大

志

渡

邊

秀

人

渡

部

達

也

渋

谷

正

徳

村

上
　
　

大

古

山

晃

久

食

藤

友

和

佐

庫

克

利

吉

田
　
　

淳

大

沼

拓

也

星

野

弘

光

佐

廊

牧

史

森
　
　
　
　

忍

鈴

木

理

恵

永

山

真

美

菊

池

妙

子

村

上

晩

子

安

田

幸

恵

遠

藤

美
津
子

佐

藤

咲

子

遠

藤

純

子

松

浦

金

蔵

阿

部
　
　

寿

佐

藤

伸

也

大

関

正

則

佐

藤

祐

子

佐

藤

光

子

永

山

真

紀

阿

郎

さ
お
り

佐

藤

由
美
子

吉

川

溝

兇

松

浦

由
巳
子

大

沼

美

妃

八

巻

ゆ
か
り

・

大
枝
小
学
校
９
名
（
男
５

女
４
）

玉

手
　
　

孝

鈴

木

弘

幸

瀬

戸

友

義

松

涌

葵
智
子

鈴

木

佳
奈
子

鈴

木
　
　

仁

佐

藤

哲

也

并

砂

由
紀
江

鈴

木

亜

紀

昭
和
五
十
八
年
度

幼
稚
園
児
を
募
集

藤

剛
幼
碓
聞
と
森
江

野
幼
稚
圃
で
は
、

就
学
一
年
前
の
幼
児

を
対
匁

と
し
て
園

児
を
専
一

い
た
し
ま
す
。

希
望
者
は
五
十
八
年

一
月
十
二
日
か

ら
十
四
日
ま
で
の
間
に
、
そ
れ

ぞ
れ
の

幼
稚
園

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
午
前
中
は
授
業
中
で
す
の
で

で
き
れ
ば
午
後
二
時
か
ら
四
時
ま
で
の

川
に
お
願

い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
「

か
い
ら
ん
」
を

ご
覧
く

だ
さ
い
。

昭
和
五
十
八
年
度

国
見
町
奨
学
生
募
集

当
町
で
は
、
故
山
田
良
一
氏
が
町
出

身

者
の
宵
英
・
奨
学
の
た

め
に
寄
附
さ

れ
た
財

産
な
ど
を
も
と
に
、
奨
学
金
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

五
十
八
年
も
、
次
の
蒭
頓
に
よ
り
奨

学
生
を
募
集
し
ま
す
。
希
望
者
は
町

歓

冑
委
員
会
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

現
在
中
乍
三
年

生
で
希
皇
の
方
は
。

県
北
中
学
校
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
「
か
い
ら
ん
」
を
ご
覧
下

さ
い
。

◆

修
学
資
金
（
毎

月
）

○
夢
集
人
口
　

若
干
名

○
金
　

額

鳥
校
八
千
円
以
内

高
専
一
万
円

以
内

大
学
一
万
五
千
円
以
内

◆
入
学
支
度
金
（
入
学
時
に
貸
与
．
一

年
以

内
に
月
賦
で
返
還
）

Ｏ
募
集
人
員

若
千
名

○
金
　

額

商
校
五
万
円

大
学
二
十
万
円

｛

注
｝
国

・
県
や
他
の
団
体
よ
り
同
幢

の
奨
学

資
金
の
貸
し
付

け
ま
た
は
、

給
与
を
受
け
て

い
な
い
こ
と
が
前
鎚

と
な
り
ま
す
。

◆
申
し
込
み
期
間

昭
和
五
十
八
年
一
月
十
日
か
ら
一
月

三
十
一
日
ま
で



思
い
出
の
写
真

卜
半
澤
家

と
桜
桃
圏
－

今
、
桜
佻
王
国

は
．

全
国
出
荷
量
の

七
．五
％
以
上
を
占

め
る
山
形
県
だ
が
、

東
北
地
方
の
桜
桃
の
旡
駆
者
は
人
木
バ

の
、
今
は
な

い
脂
澤
呎

樹
園
で
あ
る
．．

大
£
問
、
耻
澤
ｍ
｀
喇
園
は
、
全
国
的

に
も

ま
れ
な
大
桜
眺
圍

の
経
公
を
行

い

各
地

に
出
荷
、
都
会

の
市

場
価
格
を
も

左
右
し
た

と
い
わ
れ
た
．

町
時
の
こ
と
を
知
る
酒
井
傑
さ
ん

こ
茴

城

・

匕

卜

七

歳

）

の

臨

。

『

川

治

凹

に

、

三

島

県

令

の

勣

め

で

り

ん

ご

を

碵

え

、

そ

の

後

、

呶

北

で

は

初

め

て

の

桜

桃

に

切

り

″
‥
え

ま

し

た

。

搬

盛

川

に

は

、

卜

。た

、
六

い
・
。い
の

ｉ

碵

が

あ

り

、

出

術

時

川

に

は

二

百

人

以

Ｌ

の

人
Ｆ
で
作
裏
し

た
も
の
で
す
。

藤
川
駅
か
ら
の

出
荷
作
業
も
夜

遅
く
ま
で
か
か

り
ま
し
た
。
広

い
果
樹
側
の
書

虫
駆
除
に
は
変

わ
ら
を
燃
や
し

て
歩
い
た
思
い

出
も
あ
り
ま
す
』

今
唱
川
聞
は

眺
、
り
ん
ご
畑

と
な
っ
て
い
る
。

兄
４

は
、
昭

和
十
八
年
ご
ろ

の
で
澤
家
と
人

正
川
の
米
樹
園
。

酒
狆
さ
ん
提
供
）

酒　井　 保さん

善

意

の

窓

今
町
福
祉
協
議
会
に

◆

松

痢

惣

．

き

人

一
人

町

肉

）

か

ら

、

．
．
万

円

－

叔

フ

ミ

さ

人

の

ご

辿

志

◆

菊

地

あ

さ

’‥
」
さ

ん

｛

人

町

南

｝

か

ら

．
．
．
万

川

－

故

卍

治

さ

ん

の

ご

遺

心

◆

．大

野

英

ｆ

さ

ん

（

滝

山

）

か

ら

．
．
．万

川

！

故

．須

貿

ア

キ

さ

ん

の

ご

遺

心

◆

ｌ

浦

溥

保

さ

ん

｛

桑

折

町

ゝ

か

ら

し

万

円

ｌ

故

留

藏

さ

ん

（

二

協
｛

イ

ヤ

ー

社

長

｝

の

ご

遺

志

◆

樋

口

弥

人

郎

さ

ん

（

錦

町

）

か

ら

瓦

万

円

―

叙

勲

記

念

と

し

て

夸
藤
田
小
学
校
に

◆
松
浦
惣

．
さ
ん
（
大
町
南

）
か
ら

一
一
万
川
－

故
フ
ミ

さ
ん
の
ご
遺
志

◆
曳
地
一
男
さ
ん
（
夲
町

）
か
ら
、
一

ｉ一
！
ぐ
黔
っ
Ｉ
Ｊ
・・

似
叭
・
唐
鍬
・
魴
嘴
・
刈
込
み
鋏

夸
森
江
野
小
学
校
に

◆

佐

藤

ヨ

シ

’
↑‘

さ

ん

（

第

四

’一

か

ら

．
一
万

円

卜

廠

隆

大

さ

ん

の

ご

遺

志

三
町
火
葬
場
の

年
末
年
始
業
務
の
取
あ
つ
か
い

０
年
末
は
三
十

。
日
ま
で
平
常
ど
お
り
。

○
五
十
八
年
一
月
一
日
上
一
。目
ま
で
は

川
則
と
し
て
休
案
し
ま
十
。

一
月
四
日

か
ら
は
ず
常
ど
む
り
。

※
四

日
以
陣

の
中
込
み
に
つ
い
て
は
、

年
始
で
も
役
場
で
受
付
け
ま
す
。

たばこ消費税は

暮らしの中に生かされています

●たばこは地元で賈いましょう．

心 配 ご と 相談 日

場所：役場二隔相鴣室啅●人(14･らお入りＦきい)

時間：９畤～12時

こまったことや、相談ごとがありましたら、

お気軽 にご相談下さい。秘密は絶 吋に守り ます。
〔相談 輿〕

12月25日(  菊地 平助・村上ハツヨ
｜月5 1:'I團 吉朋 忠吉・佐久間いち
１月14 日 ･ 吉Ⅲ　正雄・渋谷　愛子

こたつを上手に使いましょう

東北電力

今
月
の
納
税

０
町
県
民

咬
　
　
　
　
　

第
円
闃

０
同

民
健

康
保
険
脱
　
　

’Ｊ’四
閧

こ　　よ　　み

12月　師走（しわす）

22日　冬至

23日　良太子誕生日

25日　 クリスマス

28日 官庁仕事納め

31日　大みそか

１月　瞳月（むつき）

１日　元日

２日　初荷・初夢

４日　官庁仕事始め

６日　小寒

15日　成人の日



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

電

話

（公)  26

（有)  引 56

八
ヶ
月
お
世
話
に

な

り

ま
し

た

国
見
町
乳
幼
児
学
級

零
歳
か
ら
三
歳
ま
で
の
孔
幼
児
を
持

つ
お
母
さ
ん
方
の
、
よ
り
よ
い
母
段
と

し
て
の
勉
強
を
目
的
と
し
て
、
開
設
さ

れ
た
当
幸
級
も
、
去
る
十
一
月
二
十
四

日
、
八
か
月
間
、
十
回
の
学
習
を
杵
え

て
、
無
事
閉
講
い
た
し
ま
し
た
。

人
、
そ

れ
ぞ
れ

。
々

け
止
め
方
は
異

な
り
ま
し
て
も
、
然
心
に
積
極

的
に
学

習
さ
れ
た
お
母
さ
ん
方
に
は
、
今
後
、

お
子

さ
ん
の
成
宵
の
為
に
、
有
形
無
形

の
棔

と
し
て
、
生
か
さ
れ
て
行
く
こ
と

を
朋
待
し
た

い
と
思
い
ま
す

。

八

か
ｎ

閥
、
奉
仕
の
精
神
で
、
傑
育

管
理

に
当
っ
て
下

さ
っ
た
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
様

に
は
、
容
砧
で

は
な
か
っ

た
事
と
思

い
ま
す
。
少
な
い
人
数
で
釣

二
十
名
加
續
の
お
’子
さ
ん
を

、
二
時
間

程
度
。
我
が
子
の
よ
う
に
兄
守

っ
て
ド

さ
っ
た
皆
さ
ん
の
姿
勢
に
は
、
頭

が
下

が
り
ま
す
。

学
習
内
容

学
級
生

の
方
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
一
郎

を
紹
介
し
ま
す
。

○

講
師
、
準
嵋
、
内
容
、
す
べ
て
忠
ま

れ
た
環
境
で
孚
Ｍ

で
き
た
こ

と
を
、
鳴

謝
す
る
と
共

に
、
生
涯
教
育

の
最
初
で

あ
る
乳
幼
児
教
育
の
大
切
さ
を
し
み
じ

み
感
じ
ま
し
た
。
も
っ
と
多
く
の

お
母

さ
ん
方
の
出
席
を
望
み
た
い
と
思

い
ま

す
。

○
第
一
た
の
小
さ
い
頃
に
、
こ
の
様
な

噸
会
が
あ
っ
た
ら
、
も
っ
と
役
に
を
つ

た
こ
と
と
。
残
念
に
思
い
ま
す
。

○
母
ｆ
共
同
学
Ｍ

に
よ
っ
て
、
Ｆ

ど
も

と
の
ふ
れ
あ

い
の
時
川
を
持
つ
こ

と
が

で
き
、
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
山
を

知
っ
て
、
本
肖
に
よ
か
っ
た
と
思

い
ま

す
。

○
二
人
の
お
ば
あ
さ
ん
が
、
お
係

さ
ん

を
背

お
っ
て
こ
ら
れ
、
焦
欠
席
で
、
然

心
に
講
義
を
メ
モ
し
て
い
ら
れ
る
姿

に
、

川

か
教
え

ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

米
年
も
お
世
鵬
に
な
り
た
い
と
思

い
ま

す
。次

に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
か
ら

の
声
を
の
せ
て
お
き
ま
す
。

○
こ
の
よ
う
な
、
思
ま
れ
た
学
習
の
機

会

が
与
え
ら
れ
る
。
今
の
肬
の
中
の
倖

せ
を
つ
く
づ
く
感
じ
ま
す
。
人

勢
の

お

母

さ
ん
方
の
参
加
を
敏
み
ま
す
。
私
た

ち
も
、
ま
た
お
力
添
え
致
し
ま
し
ょ
う
「

０

ボ
ラ
ン
テ
ｆ
ア
を
や
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
自
分
自
身
の
勉
強
に
な
る
こ

と
を

知
り
、
数
多
く
の
こ
と
を
乍
び
ま
し
た
。

○
ｆ

ど
も
は
、
み
ん
な
か
わ
い
い
も
の

で
す
。
お
母
さ
ん
方
、
ど
う
ぞ
安
心
し

て
お
あ
ず
け

に
な
っ
て
ド
さ
い
。
健
康

で
い
い
子

に
肓
っ
て
ほ
し

い
と
轂
っ
て

い
ま
す
。

ご
協
力
下

さ
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ｆ
ア
の

方
々
の
お
名
前
を
記

し
て
懸
謝
の
意
を

表
わ
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

（

敬

称

咯

）

佐
藤
マ
チ
气

黒
田
規
与
歌
、
山
本
テ

ル
、
梁
瀬
貞
子
ご
二
木
小
夜
子
、
小
西

絹
子
、
若
林
利
ｆ
．
太
田
栄
子
、
佐
久

間
勝
子
．
佐
藤
玲
子
．
小
林
節
子
、
阿

郎
正
代
　
　
　
　

以
上
十
二
名

担
当

社
会
教
育
指
碑
員

早
田

精

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

に
挑
戦

婦
人
教
養
講
座

町
婦
人
数
贅
鳩
座
で
は
、
十
一
月
十

九
日
体
力
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
、
ゲ

ー
ト
ポ
ー
ル
の

学
習
を
し
た
。

ゲ
ー
ム
は
、
皆
ん

な
初
め
て
で
あ
る
。

講
師
は
公

民
館
吉
田
主
査
で
あ
る
。

用
具
の
名
前
、
ゲ
ー
ム
の
や
り
方
な
ど

ひ
と
と
う
り
聞
い
て
、

い
ざ
本
番
″
‥

上

手
に
ゲ
ー
ト
を
く
ぐ
す
人
、
持
ち

時
間
（
一

ゲ
ー
ム
3
0分
間

）
で
第
一
ゲ

ー
ト
を
通
遇
で

き
な
く

い
ら

い
ら
し
な

が
ら
残

っ
て
い
る
人
な
ど
…
…
。

学
級
生

の
中
で
「
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が

や
っ
て
い
る
の
で
、

い
つ
も
兄
て

い
て
、

筒
単
に
だ
れ
に
で
も
出
来
る
も
の
と
思

っ
て
い
た
が
、
や
っ
て
み
る
と

い
が

い

に
む
ず
か
し
く
、
又
、
こ
ん
な

に
お
も

し
ろ
い
ゲ
ー
ム
だ

と
は
思
わ
な
か
っ
た

わ
／
’」

な
ど
の
声

が
聞

か
れ
た
。

一
時

閥
ほ

ど
の

ゲ
ー
ム
で
し
た
が
今

接

節
癶

の
方

々
も
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

▲お母さんといっしょに

案
内
コ
ー
ナ
ー

籘
工

芸
サ
ー
ク
ル
へ
の
案
内

町
民
学
校
修
了
後
、
今
後
も

続
け
て

や
っ
て
ゆ
き
た
い
と
い
う
意
見

が
多
く

出
さ
れ
、
月
一
回

、
第
二
木
曜
口
の
午

齶
十
時

～
午
後
一
二
時
ま
で
、
会
賢
は
千

円
、
材
料
賀
は
別

、
町
民
学
校

に
引

き

続
き

、
半
沢
敬
子
旡
生

に
指
導
を

お
願

い
し
サ
ー
ク
ル
を
作

り
ま
し
た

。
手
作

り
の
藤
作
品

は
個
性

に
富
み
、
ス
テ
キ

な
も
の
で
す
。

月
一
回

、
公
民
館
の
老
人
１
ど
も
室
で

行
な
い
ま
す
の
で
是
非
ど
う

ぞ
／
・

美
容
と
健
康

現
代
ヨ
ガ
ク
ラ
ブ

町
民
学
校
現
代
ヨ

ガ
教
室

卒
業
生
が

美
容
。
健
康
の
た
め

ク
ラ
ブ
を
結
成
し

ま
し
た
。

教
室
開
設
日
は
、
毎
遇
火
曜
日

時
間
は
、
￥
筏
七
時
三
十
分
か
ら
午

隍
九
時
二
十
分

場

所

国
兇
町
公
民
館

会

吸

月
額
二
〇
〇
〇
円

入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
火
曜
日

の
練

習
日

に
お

い
で
く
だ
さ
い
。

休
館
日
の
お
知
ら
せ

○
公
民
館
、
体
育
館
の
両
館
は
、
年

末
年

始
次

の
と
お
り
休
館
と
な
り
ま
す

十
二
月
二
十
七
日
か
ら
一
月
四
日
ま

で



さ
わ
や
か

見
事
な
演
奏

Ｆ
Ｔ
Ｖ
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
ー

十
一
日
二
上
二
口
ｙ

前
十
一
時
か
ら

Ｆ
Ｔ
Ｖ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
、

町
民
体
宵
館
で
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

同
オ
ー
ヶ
ス
ト
ラ
は
、
常
任
指
押
者

の
立
花
和
人
氏
｛
福
島
市
立
渡
利
中
校

長
｝
を
初
め
小
乍
咬
四
年
生
か
ら
高
校

二
年
生
ま
で
の
約
百
人
で
構
成
さ
れ
て

お
り
、
当
町
を
訪
れ
た
の
は
そ
の
う
ら

八
十
一
人
。
会
川
に
は
、
朝
早
く
か
ら

小
学
生
た
ち
が
つ
め
か
け
熱
気
が
あ
ふ

れ
た
。

や
が
て
制
服
に
身
を
つ
つ
ん
だ
川
Ｑ

の
人
川
に
は
万
冊
の
拍
ｆ
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
ヨ
（

ン
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
の
「
こ

う
も
り
」
序
曲
。
エ
ル
ガ
ー
の
「
戚
峨

棠
々
」
な
ど
ａ
曲
を
披
露
し
た
。

さ
ら
に
ア
ン
コ
ー
ル
曲
の
「
笥
し
き

４
き
ド
ナ
ウ
」
「
宇
宙
職
艦
ヤ
マ
ト
」

演
奏
時
に
は
、
増
内
が
最
鳥
潮
に
達
し

耳
を
か
た
む
け
糾
ｆ
を
と
り
滴
奏
者
と

聴
衆
が

。
体
と
な
っ
た
。
ふ
だ
ん
、
生

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
聞
く
機
会
が
な
い

子
ど
も
た
ら
や
町
民
は
、
そ
の
さ
わ
や

か
で
兒
嘔
な
演
奏
に
い
つ
ま
で
も
酔
っ

て
い
た
。

Ｍ
八
た
ら
は
、
関
係
古
が
川
原
し
て

く
れ
た
心
・尽
く
し
の
芋
煮

に
舌
鼓
を
打

ら
な
が
ら
共
に
踊
り
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
な
ど
で
親
睦
を
深

め
た
。

な
む
、
そ
の
模
様
は
午
後
六
時

か
ら

の
Ｆ
Ｔ
Ｖ

テ
レ
ポ
ー
ト
で
紹
介

さ
れ

た
。▲ぼくもやって見たいな

テ
ー
ブ
ル
マ
ナ
ー

に
参
加
し
て

ト

ー
月
卜
八
日
、
福
島
の
民
輹
ピ
气

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
ー
ル
で
。
片
年
学
級
の
テ

ー
ブ
ル
マ
ナ
ー
を
学
習
し
た
。

こ

の
学
習
は

。
倹
の
仕
事
の
都
合
で

日

程
を
変
え
て
も
ら
っ
た
く
ら
い
噴
は

楽
し
み

に
し
て

い
ま
し
た
。

み

ん
な
緊
張
し
た
面
持
で
席
に
柊
き

最
初

に
出
て
き
た

メ
ニ
ュ
ー
は
、
オ
’・

ド
ブ
ル
盛
合

せ
四
槽
、
殆
ん
ど
の
人

が

フ
ル
コ

ー
ス
を
初
め
て
食
べ
る
人

が
多

く
、
僕
も
で
す

が
。
緊
張
し
て
フ
ォ
ー

ク
と
ナ
イ
フ
を
動

か
し
て

い
た
み
た
い

で
し
た
。

次
に
パ
ン
。
魚
料
理
、
肉
料
理

と
続

き
、
こ

の
頃

か
ら
侠
も
ワ
イ
ン
な
ど
を

飲
ん
だ
り
し
て
緊
張
の
糸
も
と
か
れ
、

フ
ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ
を
持
っ
て
話
し
て

は
い
け
な
い
の

に
、
持
っ
て
話
し
た
り

冗

談
も
出

て
、
和
訊
あ

い
あ

い
と
盛
り

あ
が
っ
て
き
ま
し
た
。

次

に
サ
ラ

ダ
、

デ
ザ
ー
ト
こ
の
Ｈ

は

バ
ナ
ナ
で

し
た

。

こ
れ
も
フ

ォ
ー
ク
と
ナ
イ
フ
を
便
っ

て
食

べ
る
の
に
は
、
手
で
む

い
た
こ
と

し

か
な

い
私

に
は
少
し
予
間
取
っ
て
し

ま
い
ま
し

た
。

コ

ー
ヒ

ー
を
飲
み
な
が
ら
、
ホ
テ
ル

で
の

マ
ナ

ー
を
教

わ
り
こ
の
Ｈ
の
テ
ー

ブ
ル

マ
ナ

ー
を
終
り

ま
し
た
。

終

っ
て

一
息

つ
い
た
後
、
屑
が
雌
っ

た
気
分
で
最

初
の
訊
持
と
は
裏
破
に

。、

も
う

あ
ま

り
フ
ル
コ

ー
ス
は
食
ぺ
な
く

て
も

い
い
よ
う
な
気
分
で
し
た
。

僕
は

、
こ

の
凵
の
成
果
を
各
種
催
し

や
パ

ー
テ

ィ
な
ど
に
大

い
に
発
揮
し
た

い
と
思

い
ま
す
。

青
年
幸
級
生

佐
久
間

消
人

Ａ みん なす まし て

お
め
で
と
う

サ
ー
ク
ル
ぼ
け
っ
と

十
一
月
三
十
日
に
行
わ
れ
た
県
卉
少

年
健
全
育
成
推
進
人
会
の
席
ｈ
サ

ー
ク

ル

ぼ
け
っ
と
（
価
口
典
雄
会
長
）
は
。

青
少
年
の
部
で
表
彰
受
け
た
。

こ

れ
は
、
健
全
で
明
る

い
青
少
年

を

弯
て

る
た
め

に
地
域
で
活
躍
し
て
い
る

川
体

に
贈
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
。

「

サ
ー
ク
ル
ぼ
け
っ
と
」
は
、
昭
和

丘
十
三
年

の
結
成
当
時
よ
り
、
小
学
生

を

対
象

に
し
た
昔
し
の
遊

び
、
ス
ポ
ー

ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
指
導

を
し
て
き
た
。

現
在
は
、
公
民
館
事
業

の
「
少
年
仲

問
づ
く
り
教
室
」
の
年
問
指
導
者

と
し

て
、
仲
間

づ
く
り
の
知
識
や
技
術
、
創

作

、
野
外
活
動
な
ど
の
指
導

に
あ
た
っ

て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
が
肥
め
ら
れ
今
回
の

表
彰

と
な
っ
た
。

「
今
ま
で
の
活
助
が
認
め
ら
れ
大
変

嬉
し
く
思

い
ま
す
。
今
後

と
も
勉
強
し
、

お
や
く

に
た
ち
た
い
と
恩

い
ま
す
。
」

と
謙
虚
に
抱
負
を
話
っ
て
い
た

。

文

芸

欄

あ
つ
か
し
俳
句
会

木
枯
し
や
さ
く
ら
も
み
じ
は
敵
り
急
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
山

甲
二

虻
蜂
の
興
ず
る
日
和
花
八
つ
手
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
田
　
一
陽

茶
の
花
や
観
音
堂
へ
辿
る
道
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
蔦
水

こ
と
ご
と
に
稲
架
の
田
と
な
り
冬
近
し
　
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
し
げ
を

芭
蕉
忌
に
因
む
Ｉ
句
の
と
と
の
わ
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤

国
楓

卒
光
に
思
を
込
め
て
柿
を
取
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
檎

涌
水

蹄
氷
思
ひ
き
り
踏
み
子
の
登
校
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渋
谷

良
一

枯
紫
蘇
の
か
ら
か
ら
音
し
路
地
昏
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　

角
剛

昭
子

木
枯
し
や
枕
辺
の
書
は
閉
じ
し
ま
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
賀

え
い

展
廠
台
人
か
げ
兄
え
ず
冬
の
婁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木

幸
子

北
風
や
は
が
れ
し
ト
タ
ン
鳴
ら
し
吹
く
　
　
　
　
　
　
　
　

原
田
　
ワ
キ

短
　
　
歌

一
千
￥
守
り
畏
み
神
明
宮

圃
場
は
成
り
て
郷
ぞ
栄
ゆ
る

第
四
　

曩
祥



さ
よ
な
ら
「
ひ
ば
り
号
」

十

工
　
Ｉ

の
東
北
新
幹
線
本

格
川
業
で
、
二
十

一
年
間
親
し
ま
れ
て

き
た
「
Ｌ
特
急
ひ
ば
り
」
が
前
日
で
姿

を
消
し
た
。

昭
和
三
卜
六
年

に
季

節
列
小
と
し
て

デ
ビ
ュ

ー
、
四

十
ヒ
￥

に
Ｌ
特
忽
（
ほ

ぼ
等
川
隔
で
運
行
さ
れ
。
自
由
席
が
あ

る
。
ラ
イ
ナ
ー
。
ラ
イ

ブ
リ

ー
、
ラ
イ

ト
ソ

フ
ー
ジ
の
頭

文
字
Ｌ
を

と
っ
た

）

と
な
り
べ
″
凵
ま
で
末
だ
。
こ
の
問
利
川

者

は
、
約
六
’ド

万

人
、
延

べ
走
行
。距
雌

は
約
五
千
万
キ
ロ
と
い
う

。
文
字
ど
お

り
柬
北
の
顏
で
も
あ
っ
た
。

阿
津
貫
志
山
山
ろ
く
は
、
カ
ー
ブ
が

多
い
た
め
、
鉄
道
マ
ニ
ア
に
は
兒
逃
せ

な
い
所

、
廃
止
の
故
日
前
か
ら
最
汲
の

「
ひ
ば
り
」
を
撮
ろ
う
と

遠
く
か
ら
や

っ
て
末
だ
人
の
姿
が
多
く
兒
ら
れ
た
、。

お
ど
る
銀
り
ん

－

内
谷
沼
で
コ
イ
揚
げ
１

卜

。
り
ニ
ト

ー
日
、
内

む
沼
で
コ
イ

揚

げ
が
あ

っ
た
。
こ
れ
は
以
前
の
山

。

佐
藤
魚
帆
の
佐
藤
俊
一
郎
さ
ん
が
沼
を

借
り
費
射
し
、
毎
吊
狄
に
収
穫

し
て

い

る
も
の
。

数
日
加

か
ら
沼
の
水
を
。卜
し
。
卜
数

人
が
か
り
で
網
を
引
く
。
沼
に
入

る
人

は
腰
ｈ

ま
で
豕

に
つ
か

り
な
が
ら
の
作

Ｇ
　レ
　・

の
た

き
人
が
欠
か
せ
な

調
が
せ
ば
ま
る
と
鈞
め
く
背
び
れ
に

人
物
ぷ
り
が
同

わ
れ

る
　

引
き
細
み
を

固
定
、
今

心
、は
す
く

い
Ｌ

げ
る
作
業

。

網

に
は
Ｑ
Ｉ

の
が
数
卜
欧
、
鍬
り
ん
４

‘

お
ど
ら
せ
な
が
ら
牋
び
こ
ん
で
く
る
。。

こ
ん
な
作
霎
が
。‘
。回
で
収
穫
ほ
ほ
四

ト
ン
ー
、
尺
も
の
コ
イ

が
さ
っ
と
八
Ｆ

匹
だ
っ
た
。
抔
に
放
流
し
た
卜
五
セ
ン

チ
．
約
．白
グ
ラ
ム
の
柤
仙
の
成
長
の
岾

ｔ

で
あ
る

．
た
だ
し
、
こ
の
啝
″
に

‐‐
日

ミ
回
の
え
さ
入
れ
の
作
業

が
あ
・つ
た
．

吃
４
さ
ん
の
話
で
は
、
存
旡
の
雨

で

成
長
は
順
調
だ
っ
た
そ
う
で
あ
る
．

▲ごくろうさまでした(石毋田地内で)

ふ太めこそわが命

戸籍の窓口
(11 月受付)

出生おめでとうございます
r･のｙ，　I ｘ●･徭　　 稠;i●
1中　 二　 佐藤　 邦 夫　 睹．江 北

史　 和　 松浦　 次湟　 第　 三
棯　 曳地富 士劣　 宮　 朿

砲 ぷ･i 菅 野1,i 朗 内 谷 東

蚋　　 寺鳥　 猛　 人 町| 恫
咄　 繊　 松浦　 隆夫　 築　 舘

犲衣j･一　鈴木　 功　 寓　 東
･･11　之　l¶IりII　楊之　 小　 坂
鉅冷ｆ　 占川 跨次郎　 ６けⅢ 夫
明　 ，li　佐fi　 一則　 貝　 Ⅲ

ご 結婚おめでとうござい ます

氏　　　R　　　I 拓落s的住所l
･r 野･F　ﾘ5　　 川 島 町

･｣ヽ 林　i'Il　j'･　lj;1[　町
高　la　l.､'－・　　11]崎小舘
佐　藤　さゆり　　　|‘| 石 市
松　illi　寛　if　　 築　 舘
氷　11　11.11　芙　　 麟　ii
阿　iIH;　條　ii】　　 巾　 眼
北　lj;li　　鰍　　T. こ夲松市
占　111　11°1　･‘　　j 、卩|川
齋 藤･;f　l'･　 山 崎 北
鳥　yr　lj･l　之　　 ．叫　 巾
管　野　夕､・ j'･　　1'j 41 巾

おくやみ申し上げます
氏　　　乙　 牟齢　 ぷ:溟

破　邊　 渮･　8  ｰ ら‘;i　 成
佐　４　隆　 人　４５　第　 四
唯　野　介　雄　冫1　叭　　九
齋 蘓 留　占52 山 崎 北
哨　賀　ア　キ　7り 町　 呶
佐　藤　λ　占77　 潼　 山
菊 地　卍 柚63 人 町 南
松　浦　フ　ミ　卵　 本　 町
佐　膝　リ　ョ　72 公　 加

人 口 と 世帯
12月｜日現在(前月比)11月中のうごき

人
　
　

凵

-男5.907 人ｰ  4 )

・攵 6.249 人ｰ  9 )

- 計 12 , 1 浦人-13  )

世帯数2.863 戸（＋Ｄ

転　人　11人

転 出26 人

出　生　11人

死 亡　９人

編

集

日

記

●
「
峠
は
決
定
を
し
い
る
と
こ
ろ
だ
／

峠

に
は
訣
別
の
た
め
の
あ
か
る
い
憂
愁

が
流
れ
て

い
る
」

。
真
壁
仁
の
詩
『
峠

』

の
一
節
で
あ
る
。
旧
羽
州
街
道
の
難
所

小
坂
峠
も
旅
人
に
こ
ん
な
想

い
を

い
だ

か
せ
た

に
遮

い
な
い
。

●
今
日
一
Ｈ
、
幕
末
ま
で
使

わ
れ
て
い

た
古

い
峠

路
を
た
ど
っ
た
。
思

い
の
外
、

遊
跡
は
尾
根
」に
に
は
っ
き
り
残
っ
で

い

た
。
忽
坂
で

っ
づ
ら
折
り
の
道
は
、
か

ら
身

に
も
ひ

と
笘
労
を
強
い
る
。
汗
し

て
峠
に
立
つ
の
は
河
吊
か
ぶ
り
の
こ
と
、

兄
哄
れ
た
景
色
も
、
冬
の
陽

に
ま
ぷ
し

く
兇
え
た
。

●
こ
の
街
道
と
小
坂
峠
が
開
か
れ
た
の

は
、
占

く
ヒ

睛
紀

に
き
か
の
ぼ
る
と

い

う
。
中

世
に
お
い
て
は
、
こ
の
術
道
は
、

伊
遥
氏
が
、
伊
達
郡
と
置
鵬
郡
を
支
配

す
る
う
え
で
叺
鑒
な
意
味
を
持
っ
た
。

幾
多
の
兵

と
馬
が
小
坂
峠
を
越
え
た
だ

ろ
う
。
ま
た
、天
正
ヒ
年

二

瓦
ヒ
九

｝

に
は
政
宗

に
娘
ぐ
愛
姫
一
行
が
こ
の
峠

か
ら
米
沢
に
向
つ
で

い
る
。
下

っ
て
江

戸
時
代
に
は
、
出
羽
の
卜
数
藩
の
人
乱

が
、
商
人
や
旅
人

が
、
哇
心
し
￥
貢
米

や
持
産
物
を
運
ぶ
牛
馬
の
列
も
紋

い
た
。

●
こ
の
よ
う
な
歴
史
の
道
が
そ
の

ま
ま

残
っ
て
い
る
の
は
良
亟
で
あ
る
。
ぜ
ひ

整
備
し
保
存

し
た

い
も
の
だ
ぺ
北
に

そ

む
け
る
み
ね

は
†

べ
て
雪
白
う

つ
も

り

た・
る
を
兄
る
も
い
と
す

さ
ま
じ
」と
抑
村

淙
庵

が
お
‥
き
残
し
た
冬

の
峠
路
だ
が
、川

も
な
く
こ
の
季
節
が
や
っ
て
来

る
。
Ｔ

健

行

丿
嶬
Ｉ

国

見
町

企

瀰

譚

福

島
曝

伊

達

郡
国

見

町

大

字

藤
田

字

一

丁

田
一
一
２

ノ

ー

ｅ

九

六
九
一

一

七

魯

蒔
田

｛

○

二
四

五

八

五

ご

。
一

一
一

（

代

）
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